
●声掛けをする場合、どのように声掛けしますか。（前の質問で「一言、声掛けをする」「避

難行動を起こす案で、声掛けをする」と選んだ方のみが回答。） 

 

早くにげましょう 

家にいてる事の危険を伝えて避難を促す 

周辺の状況と他の住民の避難状況を伝える。その上で避難の意志と、避難しない場合の注意事項

を伝えます。 

一緒に避難しませんか？ 

危険が迫っています、一緒に避難しましょう。 

家の周囲の状況を伝えながら避難の必要性を伝える。 

自宅にいては命が危うい。必要なら手伝うから避難するように。 

命の危険が迫っています。 

一緒に行きませんか。安心ですよ。 

あなたが避難しないことにより二重災害がおこりますよ。一人の迷惑が複数の人の迷惑になります

よ。 

ここは危険なので一緒に避難所へ避難しましょう。 

班長と協力しながら、直接訪問し、声掛けをする。 

電話、直接訪問、連絡先からの伝達、etc 

自主防災会（区役員・消火班など）が主になり行動する。 

ドアホンからの呼びかけ 

自宅の火元の確認・戸締りを行ったうえで、非常用持出袋を持参するように伝える。 

災害状況を説明し避難を進める。 

「命最優先」まず避難所まで水平移動、ダメな場合二階への垂直移動、動けない人は消防隊員等に

救出依頼する。 

命に危険な状態にあるので避難してください。 

避難するまで準備するよう。 

「避難所へ行ってください。」「危ないので避難してください。」と声掛けすると思います。 

危ないから避難しましょう。 

危ないので一緒に避難しましょう。 

自分が避難する時の状況を説明する。地域の危険性をアピールして声掛けする。 

ここは危険なので一緒に避難所へ避難しましょう。危険やから一緒に避難しよう。 

迫りくる危険に対しての説明と命の大切さを伝える。一言声掛けし、避難しないで残っている人には

再度見回り時に避難するまで声掛けする。 

命が危ないから、一緒に逃げよう。 

自主防災組織の防災見守り班 



今の現状を説明してとても危険だから「自分の命は自分で守る」方法を考えてもらい理解してもらう。 

危険な状況ですので避難してくださいと何度か声掛けする。 

私たちも避難します。一緒に～へ行きましょう。 

災害が迫っているから、早く非難するように伝える。 

当区には 20 の班があります。各班には班長がおり、班長より声掛けをする。まず近隣住民どうし声

掛けをする。 

直接訪問 

1～10 班に選出された防災委員が 8 名程度、非常に少ない委員数ですが動くことが可能であれば

分散し、特に高齢者独居宅に重点を置き声掛けをすることが望ましいと考えます。 

避難勧告が発動されましたので、一緒に避難場所に行きましょう。 

時間にもよりますが、危険を判断し、また勧告や指示があったとき余裕がありかつ周りが見通せる場

合は一言かける 

隣人や近所の人の声掛け 

「一時避難所を開設する」→「行動は周辺の状況や自分の判断にて」 

避難指示が出ていますので避難してください。高齢者の場合、手助けする。 

顔を合わせ、状況を説明し、納得してもらうことを大切に話す。 

避難を促す。 

一緒に避難しませんか？ 

班別連絡網による。 

災害が迫ってきている。ここにいるのは危険である。 

班長及び隣人による声掛け 

状況を説明し避難を勧める。 

一件ずつ家をまわり状況確認し、声をかける 

○○さんここは危険だから安全な場所に一緒に行きましょう。 

自宅から徒歩で通行できるか確認して、近所まで直接伺いに行く。通じれば電話（携帯）等で声をか

ける。 

早く避難しないと！ 

一緒に避難しましょう！！ 

避難しよう。と危機感を持たせる。 

特に一人暮らし・老夫婦等の方に、電話する。また家に出向く。 

危ないから逃げましょう！ 

各班長（区長）に連絡→各戸に声掛け→各班の防災委員の動員 

切迫している状況を詳しく説明をして避難誘導 

とにかく命が大切だから早めに避難しよう 



当区には避難場所がないので在宅避難としている。特に危険な場合は近くの公民館へ誘導する。定

員 40 名に対して 2000 名からの住民が居る。 

訪問して避難をうながす。聞いてもらえない場合は、自分だけ避難する。 

戸別訪問して避難を呼びかける。避難が困難な場合等は、自宅の二階などへの移動をお願いする。 

近隣の被害状況、避難状況の伝達 

一緒に行動しましょう。 

避難する、しないの行動の確認 

危険な状況を説明して訴える。 

大地震を想定しており、各家庭の状況はそれぞれの判断になる。1,500 世帯以上の管理はブロック

単位になっている。ブロックとご本人の判断で一時避難なのか、拠点避難所への避難なのかを判断

していただく。 

大丈夫だと思いますが、明るいうちに（または台風がひどくなる前に）とりあえず避難してください。 

各班へ 

その時の状況判断によるが、日常の絆づくりが重要であると思う。 

 

＊一部、地域が特定できる記述は、削除および変更しています。 

 


